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Ｐ
Ｂ
と
米
国
企
業
の
仲
介
で

著
名
伯
人
建
築
家
パ
ウ
ロ
・

メ
ン
デ
ス
氏
の
設
計
で
、
ガ

ラ
ス
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て

お
り
、
建
築
物
と
し
て
の
魅

力
も
備
え
て
い
る
。

　
「
聖
市
の
街
が
こ
の
建
物

の
中
に
入
っ
て
行
き
、
こ
の

建
物
も
街
の
中
に
溶
け
込
ん

で
い
く
」
と
聖
市
の
Ｓ
ｅ
ｓ

ｃ
を
統
括
す
る
ダ
ニ
ー
ロ
・

デ
・
ミ
ラ
ン
ダ
氏
は
語
る
。

　

聖
市
立
劇
場
や
、
共
和
国

広
場
に
ほ
ど
近
い
こ
の
施
設

の
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
、

１
９
、２
０
両
日
に
は
多
く

の
無
料
文
化
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
る
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
女
優

フ
ェ
ル
ナ
ン
ダ
・
モ
ン
テ
ネ

グ
ロ
に
よ
る
、「
ポ
ル
・
エ

　

１
８
日
、ラ
ヴ
ァ・ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
（
Ｌ
Ｊ
）
で
二
つ
の
捜
査
が
敢
行
さ
れ
、ル
ー

ラ
・
ジ
ウ
マ
両
政
権
で
下
院
の
政
府
リ
ー
ダ
ー
も
務
め
た
カ
ン
ジ
ド
・
ヴ
ァ
カ
レ
ッ

サ
容
疑
者
（
当
時
は
労
働
者
党
・
Ｐ
Ｔ
）
が
逮
捕
さ
れ
た
。
同
容
疑
者
は
、
ペ
ト

ロ
ブ
ラ
ス
と
企
業
の
契
約
を
仲
介
し
た
見
返
り
の
手
数
料
と
し
て
５
０
万
ド
ル
を

受
け
取
っ
た
疑
い
を
持
た
れ
て
い
る
。
１
８
日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

こ
の
贈
収
賄
工
作
は
、
Ｌ

Ｊ
の
そ
も
そ
も
の
仕
掛
け
人

の
ひ
と
り
で
、
最
初
の
報
奨

付
供
述
者
で
も
あ
る
ペ
ト
ロ

ブ
ラ
ス
供
給
部
元
部
長
の
パ

ウ
ロ
・
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ス
タ

被
告
の
供
述
な
ど
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
ヴ
ァ
カ
レ
ッ
サ
容

疑
者
は
、
ト
ル
エ
ン
を
扱
う

企
業
で
あ
る
キ
ン
ブ
ラ
社
に

便
宜
を
払
い
、
ペ
ト
ロ
ブ
ラ

ス
社
の
企
業
秘
密
と
い
う
べ

き
情
報
を
伝
え
て
、
金
を
受

け
取
っ
て
い
た
疑
い
も
持
た

れ
て
い
る
。

　

こ
の
日
、
ヴ
ァ
カ
レ
ッ
サ

容
疑
者
は
聖
市
東
部
モ
オ
ッ

カ
の
自
宅
で
逮
捕
さ
れ
、
パ

ラ
ナ
州
の
連
邦
警
察
に
連

行
さ
れ
た
。
自
宅
か
ら
は

１
２
万
２
千
ド
ル
の
現
金
も

見
つ
か
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
ヴ
ァ
カ
レ
ッ
サ
氏

は
昨
年
Ｐ
Ｔ
を
離
党
し
、
ブ

ラ
ジ
ル
労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
ｄ

ｏ
Ｂ
）
に
移
籍
し
て
い
た
。

　

一
方
、
セ
ン
・
フ
ロ
ン
テ

イ
ラ
作
戦
は
、
ペ
ト
ロ
ブ
ラ

ス
供
給
部
が
２
０
０
９
年
か

　

昨
日
付
本
欄
で
報
じ
た
、

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖
市
市

長
が
北
東
伯
へ
出
向
い
て
、

聖
市
内
で
の
道
路
、
公
園
、

信
号
な
ど
の
整
備
に
対
応
し

な
い
と
の
ア
ゴ
ラ
紙
の
皮
肉

に
対
し
、
ド
リ
ア
市
長
が
返

答
し
た
。
同
市
長
は
「
私
は

１
日
に
１
６
時
間
で
も
１
８

ら
１
３
年
に
か
け
て
、
ギ
リ

シ
ャ
の
企
業
二
つ
と
結
ん
だ

石
油
輸
送
船
の
契
約
を
巡
っ

て
行
わ
れ
た
贈
収
賄
工
作
に

関
す
る
も
の
だ
。

　

こ
こ
で
は
コ
ス
タ
被
告
に

加
え
て
、
そ
の
２
企
業
の
共

同
経
営
者
や
理
事
を
務
め

て
い
た
、
伯
国
駐
在
の
ギ
リ

シ
ャ
の
名
誉
大
使
コ
ン
ス
タ

ン
チ
ノ
ス
・
コ
ト
ロ
ナ
キ
ス

氏
も
絡
ん
で
い
る
と
見
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
の
契
約
で
は
、
計
５
億

ド
ル
に
も
上
る
契
約
金
の
最

低
２
％
が
、
賄
賂
と
し
て
政

治
家
や
ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
社
の

職
員
、
金
融
業
者
ら
に
手
渡

さ
れ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。

コ
ス
タ
被
告
は
そ
の
報
奨
付

供
述
で
、
コ
ト
ロ
ナ
キ
ス
名

誉
大
使
か
ら
５
３
万
ド
ル
の

賄
賂
を
受
け
取
っ
て
い
た
こ

下
院
リ
ー
ダ
ー
時
代
に
収
賄

リ
・
メ
ズ
モ
」（
故
ネ
ル
ソ
ン
・

ロ
ド
リ
ゲ
ス
著
・
ジ
ャ
ブ
チ

賞
作
家
）
の
朗
読
だ
。
こ
の

朗
読
は
１
９
日
午
後
７
時
か

ら
と
、
２
０
日
午
後
４
時
か

ら
の
２
回
、
２
１
６
人
収
容

の
劇
場
で
行
わ
れ
る
。（
入

場
無
料
）

　

新
し
い
Ｓ
ｅ
ｓ
ｃ
の
地
上

階
は
、
建
物
の
角
に
隣
接
す

る
ド
ン
・
ジ
ョ
ゼ
・
デ
・
バ

ロ
ス
街
と
５
月
２
４
日
街
の

双
方
か
ら
行
き
来
で
き
る
広

場
に
な
っ
て
お
り
、
車
イ
ス

利
用
者
が
階
を
移
動
す
る
た

め
の
ス
ロ
ー
プ
も
設
置
さ
れ

て
い
る
。

　

新
Ｓ
ｅ
ｓ
ｃ
の
目
玉
と
な

る
、
屋
上
か
ら
の
眺
め
が
楽

し
め
る
プ
ー
ル
は
４
０
０
人

が
同
時
に
入
れ
る
。

　

寒
く
、
雨
も
戻
り
始
め
た

こ
の
季
節
は
活
躍
の
機
会
が

限
ら
れ
る
が
、
今
後
夏
に
向

け
て
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
そ
う
だ
。

ジ
ャ
ー
、
文
化
サ
ー
ビ
ス
は

一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

他
の
Ｓ
ｅ
ｓ
ｃ
で
も
お
な

じ
み
の
劇
場
、
カ
フ
ェ
、
図

書
館
や
講
演
用
ホ
ー
ル
、
レ

ス
ト
ラ
ン
の
他
、
展
示
会
用

ス
ペ
ー
ス
、
歯
科
や
、
屋
上

に
は
オ
ー
プ
ン
エ
ア
ー
の

プ
ー
ル
も
備
え
た
、
現
代
的

な
１
３
階
建
て
の
ビ
ル
は
、

　

伯
国
各
地
に
存
在
し
、
セ

ス
キ
（
Ｓ
ｅ
ｓ
ｃ
）
の
愛
称

で
親
し
ま
れ
て
い
る
調
査
・

教
育
・
文
化
施
設
が
、
聖
市

セ
ン
ト
ロ
の
５
月
２
４
日
街

に
、
１
９
日
よ
り
オ
ー
プ
ン

す
る
と
、
１
８
日
付
伯
字
紙

各
紙
が
報
じ
た
。

　

Ｓ
ｅ
ｓ
ｃ
は
正
式
名
称
を

「
社
会
商
業
サ
ー
ビ
ス
」
と

い
い
、
企
業
の
従
業
員
や
家

族
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
担
当

す
る
非
営
利
目
的
の
民
間
組

織
で
、
教
育
、
保
健
、
レ

１
３
階
建
て
の
モ
ダ
ン
な
建
築

バ
ル
セ
ロ
ナ
の
惨
劇
を
直
視

屋
上
に
眺
望
楽
し
め
る
プ
ー
ル
も

　

Ｓ
ｅ
ｓ
ｃ
開
設
の
ほ
ぼ
１

カ
月
後
の
９
月
２
０
日
は
、

聖
市
パ
ウ
リ
ス
タ
大
通
り
に

も
う
一
つ
の
文
化
施
設
、
イ

ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト
・
モ
レ

イ
ラ
・
サ
レ
ス
が
オ
ー
プ
ン

す
る
。

　

４
月
末
に
も
パ
ウ
リ
ス
タ

大
通
り
に
は
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ

ウ
ス
が
開
館
し
、
現
在
、
聖

市
は
文
化
施
設
の
オ
ー
プ
ン

ラ
ッ
シ
ュ
と
い
っ
た
様
相

だ
。

　

Ｓ
ｅ
ｓ
ｃ
５
月
２
４
日

街
の
所
在
地
は
、
５
月

２
４
日
街
１
０
９
番
で
、

最
寄
り
の
地
下
鉄
駅
は
レ

プ
ブ
リ
カ
だ
。
電
話
は

１
１
・
３
３
５
０
・
６
３
０
０

で
、
開
館
は
月
曜
〜
土
曜
が

午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま

で
、
日
曜
・
祝
日
は
午
前
９

時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。

つ
を
同
時
敢
行
し
た
。
両
作

戦
は
Ｌ
Ｊ
第
１
〜
１
６
弾
の

捜
査
内
容
に
基
づ
く
も
の

で
、
ヴ
ァ
カ
レ
ッ
サ
氏
は
前

者
に
絡
ん
で
い
る
。

　

ア
バ
テ
作
戦
に
よ
る

と
、
ヴ
ァ
カ
レ
ッ
サ
容
疑
者

は
、
下
院
の
政
府
リ
ー
ダ
ー

（
１
０
年
１
月
〜
１
２
年
３

月
）
と
い
う
立
場
を
利
用

し
、
２
０
１
０
年
か
ら
１
３

年
に
米
国
企
業
「
サ
ー
ジ
ャ

ン
ト
・
マ
リ
ン
」
社
が
ペ

ト
ロ
ブ
ラ
ス
と
の
間
で
交
わ

し
た
１
２
件
の
契
約
（
総
額

１
億
８
千
万
ド
ル
）を
仲
介
。

同
容
疑
者
は
、
こ
れ
ら
の
契

約
を
巡
る
Ｐ
Ｔ
へ
の
賄
賂
、

計
５
０
万
ド
ル
の
恩
恵
を
最

も
受
け
た
人
物
と
さ
れ
て
い

る
。

Ｓｅｓｃ５月２４日街の外観

逮捕されたヴァカレッサ容疑者
（Laycer Tomaz/ Câmara dos Deputados）

コ
ス
タ
被
告
関
連
で
２
作
戦
遂
行

と
を
明
か
し
て
い
る
。

　

こ
の
二
つ
の
捜
査
で
は
、

計
６
人
が
一
時
逮
捕
さ
れ
た

他
、
１
１
人
の
強
制
連
行
と

事
情
聴
取
と
、
２
９
カ
所
の

家
宅
捜
索
が
行
わ
れ
た
。
一

時
逮
捕
者
の
中
に
は
、
ペ
ト

ロ
ブ
ラ
ス
の
元
役
員
も
３
人

含
ま
れ
て
い
る
。

時
間
で
も
働
く
。
疑
う
な
ら

一
緒
に
行
動
し
て
み
て
も
い
い

よ
」
と
語
っ
た
。
さ
ら
に
国

内
外
へ
出
向
く
こ
と
に
関
し

て
は
、「
民
営
化
事
業
に
携

わ
る
企
業
の
人
が
出
向
け
な

い
場
合
は
私
が
行
く
」
と
の

見
解
を
示
し
た
。
ド
リ
ア
市

長
は
１
７
日
に
北
東
伯
か
ら

聖
市
に
戻
り
、
同
じ
く
働
き

者
の
実
業
家
イ
メ
ー
ジ
の
強

い
Ｓ
Ｂ
Ｔ
局
社
主
の
名
物
司

会
者
シ
ウ
ヴ
ィ
オ
・
サ
ン
ト

ス
と
会
合
を
行
っ
た
。
こ
の

２
人
の
会
話
な
ら
実
業
界
的

に
も
気
に
な
る
話
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

こ
こ
数
日
は
雨
模
様
で
気

温
も
低
下
中
の
聖
州
。
ま
だ

８
月
と
い
う
こ
と
で
霧
雨
状

態
が
目
立
ち
、
降
水
量
が
一

気
に
増
え
な
い
の
が
も
ど
か

し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ

れ
で
も
、
聖
州
主
要
水
系

で
は
現
時
点
で
、
月
間
平

均
降
水
量
の
５
０
％
か
ら

７
０
、８
０
％
は
降
っ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
７
月
は
カ

ラ
カ
ラ
天
気
で
各
水
系
の
水

位
が
落
ち
た
た
め
、
雨
は
可

能
な
だ
け
降
っ
て
ほ
し
い
が
、

幸
い
な
こ
と
に
雨
模
様
の
天

気
は
週
末
ま
で
続
く
と
の
こ

と
。
現
在
、
カ
ン
タ
レ
イ
ラ

は
６
０
％
、
ア
ウ
ト
・
チ
エ

テ
は
５
５
％
を
や
や
切
る
水

位
だ
が
上
が
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

先
週
の
日
曜
日
に
、
Ｐ
Ｓ

Ｇ
の
選
手
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
・

リ
ー
グ
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
ネ
イ

マ
ー
ル
が
、
明
日
２
０
日
は

い
よ
い
よ
本
拠
地
パ
ル
ク
・

デ
・
プ
ラ
ン
ス
で
、
パ
リ
市

民
の
前
で
の
初
の
試
合
、
対

ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
戦
に
登
場
と

な
る
。
こ
の
試
合
は
午
後
４

時
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
専
門
の
Ｅ

Ｓ
Ｐ
Ｎ
局
で
放
送
の
予
定
だ

が
、
今
年
は
テ
レ
ビ
で
の
Ｐ

Ｓ
Ｇ
戦
中
継
が
増
え
そ
う

だ
。

　

伯
国
の
聖
州
サ
ン
ト
ス
、

米
国
ブ
ロ
ワ
ー
ド
郡
、
英
国

セ
ル
ジ
ー
な
ど
の
地
域
へ
の

水
位
上
昇
の
程
度
、
ま
た
そ

の
影
響
を
調
べ
る
国
際
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル

計
画
が
ま
と
め
た
調
査
に
よ

る
と
、
サ
ン
ト
ス
市
の
水
位

は
、
気
候
変
動
に
よ
っ
て
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
少
な
く

と
も
１
８
ｃ
ｍ
、
２
１
０
０

年
ま
で
に
は
４
５
ｃ
ｍ
上
昇

す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

同
調
査
は
ま
た
、
何
ら

か
の
対
策
や
工
事
を
行
わ

な
け
れ
ば
、
サ
ン
ト
ス
市
は

２
１
０
０
年
ま
で
に
、
家
屋

だ
け
で
少
な
く
と
も
１
５
億

レ
ア
ル
規
模
の
損
害
を
被
る

と
試
算
し
て
い
る
。

　

全
国
自
然
災
害
監
視
セ
ン

タ
ー
（
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
）

の
調
査
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
ジ
ョ
ゼ
・
マ
レ
ン
ゴ

氏
は
、
サ
ン
ト
ス
に
は
気
候

変
動
の
影
響
を
逃
れ
る
術
は

な
く
、
変
化
に
適
応
す
る
た

め
の
工
事
が
必
要
だ
と
し
て

い
る
。
同
氏
は
「
２
１
０
０

年
ま
で
に
１
５
億
レ
の
被
害

と
の
試
算
も
か
な
り
楽
観
的

で
、
倍
に
な
る
可
能
性
も
あ

る
。
適
応
工
事
は
絶
対
に
不

可
欠
だ
。
遠
い
将
来
の
事
を

言
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
す

ぐ
に
取
り
掛
か
ら
ね
ば
」
と

危
機
感
を
募
ら
せ
る
。

　

調
査
で
は
、
水
位
上
昇
の

程
度
に
よ
っ
て
ど
こ
ま
で
水

没
す
る
か
の
地
図
を
作
っ
た

が
、
マ
レ
ン
ゴ
氏
は
「
平
均

水
位
が
上
昇
す
れ
ば
、
高
潮

や
高
波
の
時
の
水
位
は
、
簡

単
に
、
今
よ
り
２
ｍ
高
く
な

り
得
る
」
と
し
て
い
る
。

　

調
査
は
ま
た
、
最
近
の
数

十
年
間
の
サ
ン
ト
ス
で
の
高

波
の
発
生
頻
度
が
か
な
り
上

が
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
マ
レ

ン
ゴ
氏
は
、
サ
ン
ト
ス
市
内

で
も
波
に
対
し
て
弱
い
二
つ

の
地
域
、
ポ
ン
タ
・
ダ
・
プ

ラ
イ
ア
と
、
北
西
部
で
は
既

に
影
響
が
出
て
い
る
と
し
た
。

さ
ら
に
同
氏
は
、
サ
ン
ト
ス

市
が
波
の
損
害
を
避
け
る
に

は
、
最
低
で
も
２
億
４
千
万

レ
規
模
の
対
策
工
事
が
必
要

だ
と
語
っ
て
い
る
。

　

１
７
日
昼
（
現
地
時
間
の

午
後
５
時
）
頃
、
ス
ペ
イ
ン

の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
起
き
た
、

歩
道
に
車
（
バ
ン
）
が
突
っ

込
む
テ
ロ
で
、
現
場
に
居
た

伯
人
観
光
客
や
現
地
居
住
者

ら
が
生
々
し
い
レ
ポ
ー
ト
を

寄
せ
て
い
る
。

　

１
７
、１
８
日
付
伯
字
紙

や
サ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
バ
ル

セ
ロ
ナ
で
の
死
者
は
１
４
人

に
増
え
、
現
地
時
間
の
１
８

日
未
明
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
か
ら

１
２
０
キ
ロ
の
カ
ン
ブ
リ
ス

で
起
き
た
、
検
問
を
突
破
し

た
車
が
、
警
官
や
歩
行
者
計

７
人
に
重
軽
傷
を
負
わ
せ
た

事
件
で
も
、
女
性
１
人
が
亡

く
な
っ
た
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
で

の
負
傷
者
は
、
命
の
危
険
あ

り
が
１
７
人
、
重
傷
者
３
０

人
と
さ
れ
、
死
者
が
増
す
可

能
性
が
あ
る
。

　

警
察
は
、
カ
ン
ブ
リ
ス
で

警
官
に
射
殺
さ
れ
た
容
疑
者

５
人
の
中
に
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

で
の
テ
ロ
主
犯
で
モ
ロ
ッ
コ

人
の
モ
ウ
サ
・
オ
ウ
カ
ビ
ル

容
疑
者
も
い
た
と
見
、
身
元

確
認
を
急
い
で
い
る
。

　

バ
ル
セ
ロ
ナ
で
の
事
件
で

は
、
伯
人
か
ら
も
、
事
故
直

後
の
ビ
デ
オ
や
生
の
声
が
メ

デ
ィ
ア
に
届
い
た
。

　

携
帯
電
話
で
ビ
デ
オ
を
撮

影
し
た
の
は
ク
リ
チ
バ
在
住

の
大
学
教
授
パ
ト
リ
シ
ア
・

ア
マ
ラ
ル
氏
で
、
バ
ン
が
歩

行
者
を
は
ね
て
走
っ
て
い
る

最
中
に
乗
っ
て
い
た
バ
ス
が

現
場
に
差
し
か
か
り
、
犯
人

の
顔
も
見
た
。
現
場
に
い
た

警
官
も
車
を
止
め
ら
れ
ず
、

死
者
や
怪
我
人
が
続
出
し
、

人
々
の
絶
叫
や
断
末
魔
の
叫

び
も
聞
い
た
と
い
う
。

　

市
内
在
住
の
マ
リ
ア
ナ
・

ボ
カ
ラ
氏
は
、
車
に
は
ね
ら

れ
て
宙
を
舞
う
人
の
姿
を
見

た
途
端
、
逃
げ
惑
う
人
の
渦

に
巻
き
込
ま
れ
た
。
こ
ん
な

に
走
っ
た
事
は
な
い
と
い
う

同
氏
は
、
道
沿
い
の
店
に
逃

げ
込
み
、
事
な
き
を
得
た
。

　

休
暇
で
同
市
に
着
い
た
ば

か
り
の
リ
オ
市
の
医
師
ベ
ル

ナ
ル
ド
・
カ
ン
ポ
ス
氏
は
、

人
々
の
叫
び
声
を
聞
い
て
振

り
返
っ
た
途
端
、
迫
っ
て
く

る
バ
ン
に
気
づ
き
、
近
く
の

店
に
逃
げ
込
ん
だ
。
同
医
師

は
負
傷
者
を
病
院
に
運
ぶ
の

を
手
伝
い
、
頭
を
支
え
な
が

ら
、
点
滴
を
打
つ
よ
う
指
示

し
た
り
し
た
。
犠
牲
者
に

延
命
措
置
を
施
そ
う
と
し
た

が
、
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
と

い
う
看
護
士
も
い
た
。

　

休
暇
中
で
同
市
内
に
い
た

グ
ロ
ー
ボ
局
の
レ
ポ
ー
タ
ー

は
、
ニ
ュ
ー
ス
の
中
で
負
傷

し
た
伯
人
に
会
っ
た
と
語
っ

た
が
、
伯
国
メ
デ
ィ
ア
の
報

道
で
は
伯
人
の
被
害
者
に
は

触
れ
て
い
な
い
。

　

聖
市
が
１
７
日
、
法
務
局

監
督
部
の
ラ
ウ
ラ
・
メ
ン
デ

ス
・
ア
マ
ン
ド
・
デ
・
バ

ロ
ス
部
長
の
解
任
を
発
表
し

た
。
こ
れ
は
同
氏
が
シ
ダ
ー

デ
・
リ
ン
パ
法
に
関
す
る
不

正
行
為
の
調
査
を
は
じ
め
た

直
後
の
出
来
事
だ
。
１
８
日

付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

ラ
ウ
ラ
氏
は
、
同
市
が
景

観
美
化
計
画
「
シ
ダ
ー
デ
・

リ
ン
パ
」
導
入
後
、
違
法
が

疑
わ
れ
る
街
中
で
の
大
型
広

告
展
開
の
裏
で
贈
収
賄
工
作

が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
の
疑

惑
に
つ
い
て
の
捜
査
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
た
矢
先
に
解

任
さ
れ
た
。

　

ラ
ウ
ラ
部
長
は
ハ
ダ
ジ
前

市
長
（
労
働
者
党
・
Ｐ
Ｔ
）

時
代
の
２
０
１
３
年
に
監
督

局
が
創
設
さ
れ
た
時
か
ら
、

監
督
局
に
在
籍
し
て
い
た
。

監
督
局
は
現
在
の
ジ
ョ
ア

ン
・
ド
リ
ア
市
長
（
民
主
社

会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
が
１
７

年
１
月
に
市
長
に
就
任
す
る

と
同
時
に
廃
止
さ
れ
、
法
務

局
の
傘
下
に
な
っ
た
。
ラ
ウ

ラ
氏
は
同
市
長
に
よ
っ
て
同

部
部
長
に
任
命
さ
れ
た
。

　

同
氏
解
任
後
の
部
長
に
は

ギ
リ
ェ
ル
メ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
・

モ
ン
テ
イ
ロ
・
メ
ン
デ
ス
氏

が
指
名
さ
れ
た
。
メ
ン
デ
ス

氏
は
、こ
れ
ま
で
１
２
年
間
、

聖
州
選
挙
地
裁
の
内
部
監
査

を
担
当
し
て
い
た
。

　

監
督
部
関
係
者
は
、
ド
リ

ア
市
長
が
シ
ダ
ー
デ
・
リ
ン

パ
を
巡
る
汚
職
疑
惑
が
大
き

く
な
る
の
を
恐
れ
て
、
自
分

た
ち
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い

人
物
に
交
代
さ
せ
た
の
で
は

と
の
憶
測
を
抱
い
て
い
る
。

　

聖
市
側
は
、
シ
ダ
ー
デ
・

リ
ン
パ
の
疑
惑
捜
査
は
引
き

続
き
行
う
と
し
て
い
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

8月18日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.1453  R$
買　3.1436  R$

円相場
売　0.0288  R$
買　0.0288  R$

ヴァカレッサ元ＰＴ下議逮捕
　

こ
の
日
、
連
邦
警
察
は
Ｌ

Ｊ
第
４
３
、４
４
弾
と
し
て
「
ア
バ
テ
作
戦
」
と
「
セ
ン
・

フ
ロ
ン
テ
イ
ラ
作
戦
」
の
二

水
位
上
昇
で
多
大
な
損
害
予
測

２
１
０
０
年
ま
で
に　

億
レ
と
も

伯
人
か
ら
も
衝
撃
の
レ
ポ
ー
ト

ラヴァ・
ジャット

新Ｓｅｓｃ

聖
市
セ
ン
ト
ロ
に
オ
ー
プ
ン

（２）２０１７年 第４８２１号 ８月 １９日 （土曜日）

サントス市

監
督
部
長
を
突
如
解
任
？

汚
職
疑
惑
の
捜
査
の
最
中
に

ドリア聖市市政
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筆ひ
っ

者し
ゃ

が
ア
メ
リ
カ
に
留

り
ゅ
う

学が
く

し
て
い
た
時と

き

に
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら

来き

た
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

か
ら
「
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
日に

っ

系け
い

人じ
ん

は
人じ

ん

口こ
う

の
１
％

し
か
い
な
い
の
に
、
大だ

い

学が
く

生せ
い

は
１
０
％
も
占し

め
る
」
と
聞き

い
て
、

嬉う
れ

し
く
思お

も
っ
た
事こ

と

が
あ
る
。

　

た
と
え
ば
サ
ン
パ
ウ
ロ
大だ

い

学が
く

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
み
な
ら
ず
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
世せ

界か
い

で
の
最さ

い

難な
ん

関か
ん

大だ
い

学が
く

で
あ
り
、
多お

お

く
の
ブ
ラ

ジ
ル
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うを
出だ

し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

学が
く

生せ
い

は

１
４
％
を
占し

め
て
い
る
。

　

筆ひ
っ

者し
ゃ

が
嬉う

れ

し
く
思お

も

っ
た
の
は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
優ゆ

う

秀し
ゅ
うだ
、
と
い

う
事こ

と

で
は
な
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
移い

住じ
ゅ
うし
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

も
、
親お

や

は
子こ

の
た
め
に
尽つ

く
し
、
子こ

も
そ
の
恩お

ん

に
応こ

た

え
て
頑が

ん

張ば

る
、
と
い
う

日に

本ほ
ん

人じ
ん

ら
し
さ
を
発は

っ

揮き

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
想そ

う

像ぞ
う

し
た
か
ら

だ
。

　

私
わ
た
し

自じ

身し
ん

も
一い

ち

度ど

、
ブ
ラ
ジ
ル
に
出

し
ゅ
っ

張ち
ょ
うし
て
仕し

事ご
と

を
し
た
事こ

と

が

あ
る
が
、
多お

お

く
の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

社し
ゃ

員い
ん

が
企き

業ぎ
ょ
うの
幹か

ん

部ぶ

を
務つ

と

め
、
そ

の
誠せ

い

実じ
つ

さ
と
有ゆ

う

能の
う

さ
は
、
日に

本ほ
ん

か
ら
の
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

に
勝ま

さ

る
と
も

劣お
と

ら
な
い
と
実じ

っ

感か
ん

し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

内な
い

で
も
日に

っ

系け
い

人じ
ん

は
い
ま

や
社し

ゃ

会か
い

的て
き

に
尊そ

ん

敬け
い

さ
れ
て
い
る
。

　

親お
や

が
子こ

を
思お

も

い
、
子こ

が
親お

や

の
恩お

ん

に
応こ

た

え
る
と
い
う
、
い
か
に

も
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ら
し
い
成せ

い

功こ
う

物も
の

語が
た
りが
地ち

球き
ゅ
うの
裏う

ら

側が
わ

で
展て

ん

開か
い

さ
れ
た

と
私わ

た
しは
受う

け
止と

め
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
が
い
か
に
浅せ

ん

薄ぱ
く

な
理り

解か
い

で
あ
る
か
を
、
深ふ

か

沢さ
わ

正ま
さ

雪ゆ
き

氏し

の
『「
勝か

ち
組ぐ

み

」
異い

聞ぶ
ん

─
ブ
ラ

ジ
ル
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

の
戦せ

ん

後ご

７
０
年ね

ん

』［
１
］
を
読よ

ん
で
知し

っ
た
。

　

深ふ
か

沢さ
わ

氏し

は
長な

が

ら
く
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

の
邦ほ

う

字じ

紙し

「
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

」
の
編へ

ん

集し
ゅ
う

長ち
ょ
うを
勤つ

と

め
、
こ
の
本ほ

ん

で
も
現げ

ん

地ち

で
集あ

つ

め
た
多お

お

く

の
史し

実じ
つ

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
通つ

う

じ
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

日に
っ

系け
い

移い

民み
ん

が
今こ

ん

日に
ち

の
地ち

位い

を
得え

た
の
は
、
一い

っ

世せ
い

紀き

も
の
間あ

い
だ、
幾い

く

多た

の
苦く

難な
ん

を
乗の

り
越こ

え
て
き
た
苦く

闘と
う

の
結け

っ

果か

で
あ
る
事こ

と

が
よ

ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

一い
っ

世せ
い

紀き

の
苦く

闘と
う

２０１７年
ねん

６月
がつ

２５日
にち

版
ばん

く
分わ

か
っ
た
。

　

そ
し
て
そ
の
苦く

闘と
う

ぶ
り
に
こ
そ
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ら
し
さ
が
現あ

ら
われ
て

い
る
こ
と
も
。

　

日に

本ほ
ん

か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移い

民み
ん

は
明め

い

治じ

４
１
（
１
９
０
８
）

年ね
ん

に
始は

じ

ま
り
、
戦せ

ん

前ぜ
ん

戦せ
ん

後ご

を
通つ

う

じ
て
２
５
万ま

ん

人に
ん

に
の
ぼ
る
が
、

そ
の
半は

ん

分ぶ
ん

以い

上じ
ょ
うに
あ
た
る
１
３
万ま

ん

人に
ん

が
１
９
２
６
年ね

ん

か
ら

１
９
３
５
年ね

ん

ま
で
の
１
０
年ね

ん

間か
ん

に
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うし
て
い
る
。

　
こ
れ
は
大た

い

正し
ょ
う１
２
（
１
９
２
３
）
年ね

ん

の
関か

ん

東と
う

大だ
い

震し
ん

災さ
い

、
昭

し
ょ
う

和わ

５
（
１
９
３
０
）
年ね

ん

か
ら
翌よ

く

年と
し

に
か
け
て
の
昭

し
ょ
う

和わ

大だ
い

恐き
ょ
う

慌こ
う

と
い
う
国こ

く

内な
い

の
経け

い

済ざ
い

的て
き

困こ
ん

窮き
ゅ
うに
迫せ

ま

ら
れ
た
こ
と
、
国こ

く

外が
い

か
ら

は
大た

い

正し
ょ
う１
３
（
１
９
２
４
）
年ね

ん

に
米べ

い

国こ
く

で
排は

い

日に
ち

移い

民み
ん

法ほ
う

が
成せ

い

立り
つ

し
て
道み

ち

を
ふ
さ
が
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
新あ

ら

た
な
移い

民み
ん

の
受う

け

入い

れ

先さ
き

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

　

し
か
し
、
１
９
３
４
年ね

ん

に
は
ブ
ラ
ジ
ル
政せ

い

府ふ

が
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
入

に
ゅ
う

国こ
く

制せ
い

限げ
ん

を
始は

じ

め
、
ま
た
そ
の
こ
ろ
に
は
満ま

ん

洲し
ゅ
うが
新あ

ら

た
な
移い

住じ
ゅ
う

先さ
き

と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移い

民み
ん

は
激げ

き

減げ
ん

し

た
。
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移い

民み
ん

は
自じ

由ゆ
う

な
選せ

ん

択た
く

と
い
う
よ
り
も
、
国こ

く

内な
い

の
経け

い

済ざ
い

的て
き

逼ひ
っ

迫ぱ
く

と
国こ

く

際さ
い

政せ
い

治じ

の
風か

ざ

向む

き
に
よ
っ
て
、
や
む
な

く
新し

ん

天て
ん

地ち

を
求も

と

め
た
、
と
い
う
側そ

く

面め
ん

が
強つ

よ

か
っ
た
よ
う
だ
。

　

し
た
が
っ
て
戦せ

ん

前ぜ
ん

の
移い

民み
ん

２
０
万ま

ん

人に
ん

の
う
ち
、
８
５
％
は

何な
ん

年ね
ん

か
ブ
ラ
ジ
ル
で
働は

た
らい
て
金か

ね

を
貯た

め
た
ら
、
帰き

国こ
く

し
よ
う
と

す
る
出で

稼か
せ

ぎ
意い

識し
き

で
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
移い

民み
ん

が
た
ど
り
着つ

い
た
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
豊ゆ

た

か
で
平へ

い

和わ

な
新し

ん

天て
ん

地ち

と
は
ほ
ど
遠と

お

か
っ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
は
土と

地ち

も
肥ひ

沃よ
く

で
日に

本ほ
ん

の
日ひ

雇や
と

い
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

の
２

倍ば
い

も
稼か

せ

げ
る
と
い
う
話は

な
しに
惹ひ

か
れ
て
や
っ
て
き
た
の
だ
が
、
大だ

い

規き

模ぼ

コ
ー
ヒ
ー
農の

う

園え
ん

で
働は

た
らい
て
も
、
低て

い

賃ち
ん

金ぎ
ん

か
ら
食

し
ょ
く

費ひ

を
引ひ

か
れ
る
と
ほ
と
ん
ど
残の

こ

ら
な
い
。
や
む
な
く
自じ

力り
き

で
低て

い

湿し
っ

地ち

を

３
．
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

の
苦く

難な
ん

切き

り
開ひ

ら

い
て
米こ

め

を
作つ

く

り
始は

じ

め
て
も
食た

べ
る
の
に
精せ

い

一い
っ

杯ぱ
い

、
雨う

期き

に
は
蚊か

が
大た

い

量り
ょ
う

発は
っ

生せ
い

し
て
マ
ラ
リ
ア
の
病

び
ょ
う

魔ま

に
襲お

そ

わ
れ
た
り

も
し
た
。

　

社し
ゃ

会か
い

的て
き

に
も
「
か
つ
て
の
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

エ
リ
ー
ト
は
常つ

ね

に
人じ

ん

種し
ゅ

差さ

別べ
つ

者し
ゃ

だ
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
が
発は

っ

見け
ん

さ
れ
た
当と

う

時じ

、
下か

等と
う

民み
ん

族ぞ
く

と
み
な
さ
れ
た
イ
ン
デ
ィ
オ
が
大た

い

量り
ょ
う

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

さ
れ
、
黒こ

く

人じ
ん

は
動ど

う

物ぶ
つ

、
商

し
ょ
う

品ひ
ん

と
し
て
非ひ

人に
ん

間げ
ん

的て
き

な
扱あ

つ
かい
を
受う

け
、
そ
の
次つ

ぎ

は
移い

民み
ん

、
特と

く

に
ア
ジ
ア
系け

い

移い

民み
ん

が
標

ひ
ょ
う

的て
き

に
さ
れ
た
」
と
評ひ

ょ
う
さ

れ
る
有あ

り

様さ
ま

だ
っ
た
。［
１
，　
ｐ
２
５
５
］

　

政せ
い

治じ

的て
き

に
も
不ふ

安あ
ん

定て
い

で
、
１
９
２
４
年ね

ん

に
は
６
千せ

ん

の
革か

く

命め
い

軍ぐ
ん

が
２
０
日か

に
わ
た
っ
て
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

内な
い

を
占せ

ん

拠き
ょ

し
、
そ
れ

を
３
万ま

ん

の
政せ

い

府ふ

軍ぐ
ん

が
包ほ

う

囲い

し
て
激げ

き

戦せ
ん

を
展て

ん

開か
い

す
る
、
と
い
う

よ
う
な
物ぶ

っ

騒そ
う

な
国く

に

だ
っ
た
。

　

言こ
と

葉ば

も
解か

い

さ
ず
、
政せ

い

治じ

力り
ょ
くも
持も

た
な
い
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

は
農の

う

村そ
ん

に
散さ

ん

在ざ
い

し
て
い
た
が
、
革か

く

命め
い

軍ぐ
ん

の
敗は

い

残ざ
ん

兵へ
い

は
格か

っ

好こ
う

の
餌え

食じ
き

と

し
て
そ
う
し
た
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

を
襲お

そ
っ
て
、
略

り
ゃ
く

奪だ
つ

を
行

お
こ
な
っ
た
。
移い

民み
ん

た

ち
は
結け

っ

束そ
く

し
て
銃

じ
ゅ
う

撃げ
き

戦せ
ん

を
繰く

り
広ひ

ろ

げ
て
自じ

衛え
い

し
た
が
、
無む

残ざ
ん

に
撃う

ち
殺こ

ろ

さ
れ
る
人ひ

と

々び
と

も
少す

く

な
く
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
苦く

難な
ん

の
中な

か

で
も
、
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

が
集

し
ゅ
う

団だ
ん

地ち

ご
と
に

作つ
く

ら
れ
、
戦せ

ん

前ぜ
ん

だ
け
で
５
０
０
校こ

う

近ち
か

く
あ
っ
た
と
い
う
。
ブ
ラ

ジ
ル
で
生う

ま
れ
た
子こ

供ど
も

た
ち
も
、
や
が
て
日に

本ほ
ん

に
帰か

え

っ
た
時と

き

、

普ふ

通つ
う

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
や
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
と
い
う
親お

や

心
ご
こ
ろ

か
ら
だ
ろ
う
。

　
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

た
ち
は
互た

が

い
に
助た

す

け
合あ

っ
て
、
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

と
し
て
生い

き
延の

び
る
し
か
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

を
支さ

さ

え
た
の
が
、

勤き
ん

勉べ
ん

、
誠せ

い

実じ
つ

、
正

し
ょ
う

直じ
き

と
い
う
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
「
根ね

っ
こ
」
だ
っ
た
。

そ
し
て
苦く

難な
ん

の
中な

か

で
生い

き
抜ぬ

く
こ
と
で
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
根ね

っ
こ
は

移い

民み
ん

た
ち
の
心こ

こ
ろの
中な

か

で
、
よ
り
太ふ

と

く
、
深ふ

か

く
成せ

い

長ち
ょ
うし
て
い
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

　

そ
う
し
た
勤き

ん

勉べ
ん

さ
で
成せ

い

功こ
う

し
た
移い

民み
ん

の
中な

か

か
ら
は
、
大だ

い

農の
う

場じ
ょ
うや
工こ

う

場じ
ょ
う、
貿ぼ

う

易え
き

会が
い

社し
ゃ

を
営い

と
な
む
人ひ

と

々び
と

も
現あ

ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

１
９
３
０
年ね

ん

に
軍ぐ

ん

事じ

ク
ー
デ
タ
ー
を
成せ

い

功こ
う

さ
せ
た
ヴ
ァ
ル

ガ
ス
が
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うと
な
っ
た
。
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
独ど

く

裁さ
い

政せ
い

権け
ん

は
ブ
ラ
ジ

ル
で
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高こ

う

揚よ
う

を
狙ね

ら
っ
て
、
初し

ょ

等と
う

、
中

ち
ゅ
う

等と
う

教
き
ょ
う

育い
く

で
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

以い

外が
い

の
外が

い

国こ
く

語ご

の
学が

く

習し
ゅ
うを
禁き

ん

じ
た
。

１
９
３
８
年ね

ん

に
は
ブ
ラ
ジ
ル
全ぜ

ん

土ど

の
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

が
閉へ

い

鎖さ

さ

れ
、
１
９
４
１
年ね

ん

に
は
日に

本ほ
ん

語ご

新し
ん

聞ぶ
ん

禁き
ん

止し

令れ
い

に
よ
っ
て
全ぜ

ん

邦ほ
う

字じ

紙し

が
停て

い

刊か
ん

と
な
っ
た
。

１
．「
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
日に

っ

系け
い

人じ
ん

は

         

人じ
ん

口こ
う

の
１
％
し
か
い
な
い
の
に
、

         

大だ
い

学が
く

生せ
い

は
１
０
％
も
占し

め
る
」

　

１
９
４
１
年ね

ん

１
２
月が

つ

、
大だ

い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

が
勃ぼ

っ

発ぱ
つ

す
る
と
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

が
築き

ず

い
て
き
た
大だ

い

規き

模ぼ

農の
う

場じ
ょ
う、
商

し
ょ
う

社し
ゃ

、
工こ

う

場じ
ょ
うな
ど
の
資し

産さ
ん

が
差さ

し
押お

さ
え
ら
れ
た
。
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
指し

導ど
う

者し
ゃ

層そ
う

が
検け

ん

挙き
ょ

さ
れ
、
拷ご

う

問も
ん

を
受う

け
た
。

　

１
９
４
３
年ね

ん

７
月が

つ

に
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
外が

い

港こ
う

・
サ
ン
ト
ス

港こ
う

沖お
き

で
ア
メ
リ
カ
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
汽き

船せ
ん

合ご
う

計け
い

５
隻せ

き

が
ド
イ
ツ
の

潜せ
ん

水す
い

艦か
ん

に
よ
っ
て
沈し

ず

め
ら
れ
る
と
、
日に

ち

独ど
く

伊い

の
移い

民み
ん

に
対た

い

し
て

２
４
時じ

間か
ん

以い

内な
い

の
サ
ン
ト
ス
海か

い

岸が
ん

部ぶ

か
ら
の
立た

ち
退の

き
が
命め

い

ぜ
ら
れ
た
。
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

も
女

お
ん
な

子こ

供ど
も

老ろ
う

人じ
ん

に
至い

た

る
ま
で
手て

回ま
わ

り

品ひ
ん

だ
け
を
も
っ
て
、
移い

民み
ん

収し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

ま
で
歩あ

る

か
さ
れ
た
。

　

そ
の
当と

う

時じ

の
人ひ

と

々び
と

の
心し

ん

境き
ょ
うを
、
移い

民み
ん

画が

家か

・
半は

ん

田だ

知と
も

雄お

氏し

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
描か

い
て
い
る
。

　
多お

お

く
の
も
の
が
警け

い

察さ
つ

に
拘こ

う

引い
ん

さ
れ
、
留

り
ゅ
う

置ち

場じ
ょ
うに
た
た
き
こ
ま

れ
、
と
き
に
は
拷ご

う

問も
ん

さ
れ
た
と
い
う
噂う

わ
さが
あ
り
、
不ふ

安あ
ん

が
つ
の

れ
ば
つ
の
る
ほ
ど
、こ
の
状

じ
ょ
う

態た
い

を
脱だ

っ

出し
ゅ
つす
る
た
め
の
未み

来ら
い

図ず

は
、

東と
う

亜あ

共き
ょ
う

栄え
い

圏け
ん

内な
い

に
建け

ん

設せ
つ

さ
れ
つ
つ
あ
る
は
ず
の『
楽ら

く

土ど

』で
あ
っ

た
。

　
民み

ん

族ぞ
く

文ぶ
ん

化か

を
否ひ

定て
い

さ
れ
、
そ
の
う
え
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

の
う
え
で
、

一い
っ

歩ぽ

家か

庭て
い

を
で
れ
ば
、
戦せ

ん

々せ
ん

恐き
ょ
う

々き
ょ
うと
し
て
歩あ

る

か
ね
ば
な
ら
な

い
よ
う
な
息い

き

苦ぐ
る

し
さ
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
永え

い

住じ
ゅ
うす
る
心こ

こ
ろ
を
失

う
し
な
っ

た
移い

民み
ん

た
ち
は
、
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

部ぶ

が
約や

く

束そ
く

し
た
共

き
ょ
う

栄え
い

圏け
ん

の
み
が
、

唯ゆ
い

一い
つ
の
生い

き
甲が

斐い

の
あ
る
と
こ
ろ
と
思お

も

わ
れ
た
。［
１
，　
ｐ

６
４
］

　

１
９
４
５
年ね

ん

８
月が

つ

１
４
日か

（
時じ

差さ

に
よ
り
日に

っ

本ぽ
ん

時じ

間か
ん

と
は

一い
ち

日に
ち

ず
れ
る
）、
祖そ

国こ
く

敗は
い

戦せ
ん

の
報ほ

う

が
も
た
ら
さ
れ
た
。
い
つ
か

は
帰き

国こ
く

す
る
と
願ね

が

っ
て
い
た
移い

民み
ん

た
ち
に
と
っ
て
、
敗は

い

戦せ
ん

は
帰か

え

る
場ば

所し
ょ

が
無な

く
な
っ
て
し
ま
う
事こ

と

を
意い

味み

し
た
。

　

そ
の
心し

ん

理り

的て
き

抵て
い

抗こ
う

に
加く

わ

え
て
、「
天て

ん

皇の
う

の
神し

ん

聖せ
い

な
詔

し
ょ
う

勅ち
ょ
くが
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

で
新し

ん

聞ぶ
ん

に
で
た
と
い
う
の
が
、
す
で
に
お
か
し

い
」
と
か
、「
２
０
万ま

ん

同ど
う

胞ほ
う

の
在ざ

い

住じ
ゅ
うす
る
ブ
ラ
ジ
ル
に
、
正せ

い

式し
き

な
使し

節せ
つ

が
派は

遣け
ん

さ
れ
な
い
と
い
う
理り

由ゆ
う

は
な
い
」
と
多お

お

く
の

人ひ
と

々び
と

は
考か

ん
が
え
、
実じ

つ

は
日に

本ほ
ん

が
勝か

っ
た
と
い
う
噂う

わ
さ
が
広ひ

ろ

が
っ
た
。

移い

民み
ん

の
７
、８
割わ

り

が
こ
れ
を
信し

ん

ず
る
「
勝か

ち
組ぐ

み

」
に
属ぞ

く

し
た
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
移い

民み
ん

社し
ゃ

会か
い

の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
戦せ

ん

時じ

中ち
ゅ
うの
検け

ん

挙き
ょ

や
資し

産さ
ん

差さ

し
押お

さ
え
に
懲こ

り
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
政せ

い

府ふ

を
恐お

そ

れ
、

敗は
い

戦せ
ん

を
受う

け
入い

れ
て
「
負ま

け
組ぐ

み

」
と
な
っ
た
。
彼か

れ

ら
は
勝か

ち

組ぐ
み

が
や
が
て
ブ
ラ
ジ
ル
政せ

い

府ふ

批ひ

判は
ん

を
始は

じ

め
て
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
は
そ

の
巻ま

き
添ぞ

え
を
食く

う
と
い
う
心し

ん

配ぱ
い

か
ら
、
勝か

ち
組ぐ

み

を
抑お

さ

え
に

か
か
っ
た
。

　

戦せ
ん

前ぜ
ん

に
は
大だ

い

日に
っ

本ぽ
ん

帝て
い

国こ
く

の
国こ

く

威い

発は
つ

揚よ
う

を
説と

い
て
い
た
指し

導ど
う

者し
ゃ

た
ち
が
、
手て

の
ひ
ら
を
返か

え

す
よ
う
に
敗は

い

戦せ
ん

を
説と

き
始は

じ

め
た
こ

と
に
、
勝か

ち
組ぐ

み

の
人ひ

と

々び
と

は
裏う

ら

切ぎ

ら
れ
た
と
感か

ん

じ
た
。
負ま

け
組ぐ

み

か
ら
は
「
負ま

け
た
ん
だ
か
ら
、
も
う
日ひ

の
丸ま

る

は
い
ら
な
い
」
な

ど
と
い
う
発は

つ

言げ
ん

ま
で
飛と

び
出だ

し
た
と
い
う
。

　

負ま

け
組ぐ

み

の
筆ひ

っ

頭と
う

と
目も

く

さ
れ
た
脇わ

き

山や
ま

甚じ
ん

作さ
く

・
退た

い

役え
き

陸り
く

軍ぐ
ん

大た
い

佐さ

は
勝か

ち
組ぐ

み

の
若わ

か

者も
の

４
人に

ん

に
暗あ

ん

殺さ
つ

さ
れ
た
。
実じ

っ

行こ
う

犯は
ん

の
一ひ

と

人り

、
日ひ

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲

けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

し
でも日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、
最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んで
いない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介
してください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
出で

稼か
せ

ぎ

高だ
か

徳と
く

一い
ちは
こ
う
語か

た
っ
て
い
る
。

　

僕ぼ
く

等ら

は
な
に
も
勝か

っ
た
負ま

け
た
の
た
め
に
や
っ
た
ん
じ
ゃ
な

い
。
あ
く
ま
で
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
っ

家か

と
皇こ

う

室し
つ

の
尊そ

ん

厳げ
ん

の
た
め
に
立た

ち
上あ

が
っ
た
ん
で
す
。
脇わ

き

山や
ま

大た
い

佐さ

に
は
申も

う

し
訳わ

け

な
い
が
、
彼か

れ

個こ

人じ
ん

に

な
ん
ら
恨う

ら

み
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。［
１
，　
ｐ
１
７
６
］

　

日ひ

高だ
か

は
す
ぐ
に
自じ

首し
ゅ

し
て
、
牢ろ

う

獄ご
く

島じ
ま

で
２
年ね

ん

７
ヶ
月げ

つ

を
過す

ご
し
た
が
、
そ
の
後ご

、
官か

ん

選せ
ん

弁べ
ん

護ご

士し

か
ら
は
「
目も

く

撃げ
き

者し
ゃ

は
い

な
い
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うで
は
犯は

ん

罪ざ
い

は
成せ

い

立り
つ

し
な
い
」
か
ら
釈

し
ゃ
く

放ほ
う

だ
、
と
言い

わ
れ
た
。
日ひ

高だ
か

は「
そ
れ
は
違ち

が

う
。
人ひ

と

の
家か

庭て
い

を
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ

に
し
た
ん
だ
か
ら
、
こ
ん
な
こ
と
で
釈

し
ゃ
く

放ほ
う

で
は
大た

い

義ぎ

名め
い

分ぶ
ん

が
通と

お

ら
な
い
」
と
言い

い
張は

り
、約や

く

３
０
年ね

ん

の
量

り
ょ
う

刑け
い

を
言い

い
渡わ

た

さ
れ
た
。

　

結け
っ

局き
ょ
く、
１
０
年ね

ん

で
釈

し
ゃ
く

放ほ
う

さ
れ
た
の
だ
が
、「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
普ふ

通つ
う

の
生せ

い

活か
つ

を
し
て
い
た
ら
そ
れ
だ
け
で
模も

範は
ん

囚し
ゅ
うで
す
か
ら
、
ど
ん

ど
ん
刑け

い

期き

が
短た

ん

縮し
ゅ
くさ
れ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
」。
テ
ロ
リ
ス
ト
で

す
ら
純

じ
ゅ
ん

真し
ん

な
日に

本ほ
ん

の
心

こ
こ
ろ

根ね

を
持も

っ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
事じ

件け
ん

を
機き

に
、
ブ
ラ
ジ
ル
官か

ん

憲け
ん

は
勝か

ち
組ぐ

み

と
見み

な
し
た
３
万ま

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
う、
す
な
わ
ち
在ざ

い

留り
ゅ
う

邦ほ
う

人じ
ん

の
７
人に

ん

に
一ひ

と

人り

が
取と

り
調し

ら

べ
を
受う

け
る
と
い
う
捜そ

う

査さ

を
行

お
こ
な
っ
た
。
そ
の
中な

か

で
は
、

「
御ご

真し
ん

影え
い

（
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

の
写し

ゃ

真し
ん

）
を
踏ふ

ん
だ
ら
、
留

り
ゅ
う

置ち

所じ
ょ

か

ら
出だ

し
て
や
る
」
と
言い

わ
れ
た
移い

民み
ん

も
お
り
、
そ
れ
を
拒き

ょ

否ひ

し
た
だ
け
で
監か

ん

獄ご
く

島じ
ま

に
送お

く

ら
れ
る
、
と
い
う
弾だ

ん

圧あ
つ

も
行お

こ
な
わ
れ

た
。

　

戦せ
ん

後ご

、
４
、５
年ね

ん

も
経た

つ
と
「
戦せ

ん

争そ
う

は
終お

わ
り
、
日に

本ほ
ん

は
負ま

け
た
。
で
も
日に

本ほ
ん

は
残の

こ

っ
て
い
る
。
引ひ

き
揚あ

げ
者し

ゃ

で
あ
ふ
れ
、

食し
ょ
く

糧り
ょ
う

難な
ん

の
日に

本ほ
ん

に
は
帰か

え

れ
る
場ば

所し
ょ

は
な
い
。
そ
れ
に
、
子こ

供ど
も

は
ブ
ラ
ジ
ル
で
大お

お

き
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
骨ほ

ね

を

埋う

め
ざ
る
を
え
な
い
の
か
」
と
い
う
諦あ

き
ら
め
が
広ひ

ろ

が
っ
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
諦あ

き
ら
め
を
バ
ネ
に
し
て
「
こ
こ
で
子こ

供ど
も

に
し
っ

か
り
と
勉べ

ん

強き
ょ
うさ
せ
て
良よ

い
大だ

い

学が
く

に
い
か
せ
、
社し

ゃ

会か
い

的て
き

に
立り

っ

派ぱ

な

立た
ち

場ば

に
さ
せ
よ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
戦せ

ん

争そ
う

中ち
ゅ
うに
自じ

分ぶ
ん

た
ち

を
バ
カ
に
し
て
き
た
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

を
見み

返か
え

さ
な
く
て
は
」
と
い

う
志

こ
こ
ろ
ざ
しに
つ
な
が
っ
た
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
大だ

い

学が
く

を
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
東と

う

大だ
い

」
と
呼よ

ん
で
、
親お

や

は
身み

を
粉こ

に
し
て
働は

た
ら
き
、
子こ

供ど
も

を
送お

く

り

込こ

ん
だ
。

　

勉べ
ん

学が
く

ば
か
り
で
な
く
、「
日に

本ほ
ん

を
愛あ

い

す
る
心こ

こ
ろ
を
子こ

ど
も
に
植う

え
付つ

け
る
た
め
に
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

に
力ち

か
らを
入い

れ
よ
う
」
と
考か

ん
が
え
、

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

や
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

継け
い

承し
ょ
うに
全ぜ

ん

身し
ん

全ぜ
ん

霊れ
い

を
捧さ

さ

げ
た
人ひ

と

々び
と

も
現あ

ら
われ
た
。

　

拙せ
っ

著ち
ょ

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
知し

ら
な
い
日に

本ほ
ん

』

で
も
、
江え

田た

島じ
ま

の
旧

き
ゅ
う

海か
い

軍ぐ
ん

兵へ
い

学が
っ

校こ
う

を
訪お

と
ず
れ
た
１
７
歳さ

い

の
ナ
タ

リ
ア
・
恵え

美み

・
浅あ

さ

村む
ら

さ
ん
が
、
英え

い

霊れ
い

の
心こ

こ
ろ
を
偲し

の

ん
で
書か

い
た

「
げ
ん
し
ゅ
く
な
気き

持も

ち
」
と
い
う
一い

ち

文ぶ
ん

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
［　
ｐ

２
０
１
］。

　

ナ
タ
リ
ア
さ
ん
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

の
松

し
ょ
う

柏は
く

学が
く

園え
ん

の
生せ

い

徒と

で
、

こ
の
学が

く

園え
ん

は
２
年ね

ん

に
一い

ち

度ど

、
２
～
３
０
人に

ん

の
生せ

い

徒と

を
日に

本ほ
ん

に
送お

く

り
、
生せ

い

徒と

た
ち
は
約や

く

４
０
日に

ち

を
か
け
て
沖お

き

縄な
わ

か
ら
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

ま

で
を
回ま

わ
っ
て
い
る
。

　

地ち

球き
ゅ
うを
半は

ん

周し
ゅ
うす
る
飛ひ

行こ
う

機き

代だ
い

と
４
０
日に

ち

も
の
宿

し
ゅ
く

泊は
く

費ひ

は
送お

く

り
出だ

す
親お

や

に
と
っ
て
相そ

う

当と
う

な
負ふ

担た
ん

で
あ
る
が
、「
自じ

分ぶ
ん

の
ル
ー

　

日に
っ

系け
い

移い

民み
ん

が
ブ
ラ
ジ
ル
で
尊そ

ん

敬け
い

さ
れ
る
地ち

位い

を
獲か

く

得と
く

す
る
ま
で
に
は
、

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
「
根ね

っこ
」
に
支さ

さ

え
ら
れ
た
苦く

闘と
う

の
物も

の

語が
た
りが
あ
っ
た
。

５
．
勝か

ち
組ぐ

み

と
負ま

け
組ぐ

み

ツ
に
誇ほ

こ

り
を
持も

っ
て
ほ
し
い
」「
美う

つ
くし
い
日に

本ほ
ん

を
見み

て
き
て
ほ
し

い
」
と
い
う
日に

っ

系け
い

人じ
ん

父ふ

兄け
い

の
切せ

つ

な
る
願ね

が

い
が
４
０
年ね

ん

に
も
わ
た

る
使し

節せ
つ

団だ
ん

の
派は

遣け
ん

を
支さ

さ

え
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
祖そ

国こ
く

は
敗や

ぶ

れ
、
帰き

国こ
く

も
絶ぜ

つ

望ぼ
う

的て
き

に
な
っ
た
と
い

う
境

き
ょ
う

遇ぐ
う

の
中な

か

で
も
前ま

え

向む

き
な
精

し
ょ
う

進じ
ん

を
続つ

づ

け
る
所と

こ
ろに
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
根ね

っ
こ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
発は

っ

揮き

さ
れ
て
い
る
。

　

深ふ
か

沢さ
わ

氏し

は
勝か

ち
組ぐ

み

系け
い

の
二に

世せ
い

長ち
ょ
う

老ろ
う

か
ら
聞き

い
た
次つ

ぎ

の
よ
う

な
発は

つ

言げ
ん

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い
る
。

　
戦せ

ん

後ご

、
認に

ん

識し
き

派は

（
負ま

け
組ぐ

み

）
の
子し

孫そ
ん

は
ど
ん
ど
ん
コ
ロ
ニ
ア

（
日に

っ

系け
い

人じ
ん

社し
ゃ

会か
い

）
か
ら
離は

な

れ
、
同ど

う

化か

し
て
消き

え
て
い
っ
た
が
、

我わ
れ

々わ
れ

は
日に

本ほ
ん

語ご

や
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
灯ひ

を
絶た

や
さ
な
か
っ
た
か
ら

生い

き
残の

こ
っ
た
。
そ
し
て
、
む
し
ろ
そ
れ
が
評

ひ
ょ
う

価か

さ
れ
る
時じ

代だ
い

に

な
っ
た
。［
１
，　
ｐ
７
７
］

　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
の
「
根ね

っ
こ
」
を
失う

し
な
え
ば
、
圧あ

っ

倒と
う

的て
き

多た

数す
う

の

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

に
同ど

う

化か

吸き
ゅ
う

収し
ゅ
うさ
れ
て
し
ま
う
。
逆ぎ

ゃ
くに
日に

本ほ
ん

語ご

や

日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
根ね

っ
こ
を
大た

い

切せ
つ

に
育そ

だ

て
て
き
た
人ひ

と

々び
と

は
、
ブ
ラ
ジ

ル
社し

ゃ

会か
い

に
独ど

く

自じ

の
貢こ

う

献け
ん

が
で
き
、
そ
れ
が
評

ひ
ょ
う

価か

さ
れ
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
法ほ

う

学が
く

界か
い

の
権け

ん

威い

で
あ
る
原は

ら

田だ

清き
よ
し

氏し

は
編へ

ん

著ち
ょ

書し
ょ

『
ブ
ラ
ジ
ル
の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

』
の
中な

か

で
「
ニ
ッ
ケ
イ
は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
魂

た
ま
し
い

を
も
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

と
し
て
振ふ

る
舞ま

う
」
人ひ

と

々び
と

で
、「
本ほ

ん

国ご
く

（３） ２０１７年第４８�２１号 	 ８月	１９日	（土曜日）

闘と
う

の
物も

の

語が
た
りは
二ふ

た

つ
の
事こ

と

を
我わ

れ

々わ
れ

に
示し

め

し
て
く
れ
て
い
る
。

　

第だ
い

一い
ち
に
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
根ね

っ
こ
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
い
う
異い

境き
ょ
うの

大だ
い

地ち

に
お
い
て
も
、
し
っ
か
り
と
太ふ

と

い
根ね

を
伸の

ば
し
、
立り

っ

派ぱ

な

幹み
き

を
育そ

だ

て
、
美う

つ
く
し
い
花は

な

を
咲さ

か
せ
た
こ
と
だ
。
こ
の
事じ

実じ
つ

は
、

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
根ね

っ
こ
が
世せ

界か
い

に
通つ

う

用よ
う

す
る
普ふ

遍へ
ん

性せ
い

を
持も

っ
て
い
る

こ
と
を
示し

め

し
て
い
る
。
い
ま
や
世せ

界か
い

各か
く

地ち

で
暮く

ら
し
、
仕し

事ご
と

を

し
て
い
る
在ざ

い

外が
い

邦ほ
う

人じ
ん

に
と
っ
て
貴き

重ち
ょ
うな
示し

唆さ

で
あ
る
。

　

第だ
い

二に

に
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

が
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
根ね

っ
こ
か
ら

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
苦く

難な
ん

を
乗の

り
越こ

え
、
そ
の
過か

程て
い

で
ま

た
根ね

っ
こ
を
太ふ

と

く
深ふ

か

く
伸の

ば
し
た
事こ

と

で
あ
る
。
こ
れ
は
防ぼ

う

衛え
い

、

経け
い

済ざ
い

、
少

し
ょ
う

子し

高こ
う

齢れ
い

化か

な
ど
多お

お

く
の
苦く

難な
ん

に
直

ち
ょ
く

面め
ん

し
て
い
る
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

に
住す

む
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
希き

望ぼ
う

を
指さ

し
示し

め

し
て
い
る
。

　

現げ
ん

代だ
い

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

全ぜ
ん

体た
い

に
こ
の
よ
う
な
貴き

重ち
ょ
うな
教

き
ょ
う

訓く
ん

を
示し

め

し

て
く
れ
た
在ざ

い

ブ
ラ
ジ
ル
同ど

う

胞ほ
う

の
一い

っ

世せ
い

紀き

の
苦く

闘と
う

に
深し

ん

甚じ
ん

の
敬け

い

意い

４
．
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

へ
の
弾だ

ん

圧あ
つ

地
ち

球
きゅう

史
し

探
た ん

訪
ぼ う

８
．「
我わ

れ

々わ
れ

は
日に

本ほ
ん

語ご

や
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の

          

灯ひ

を
絶た

や
さ
な
か
っ
た
か
ら

          

生い

き
残の

こ
っ
た
」

で
は
も
う
見み

ら
れ
な
い
よ
う
な

（
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
）
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を

わ
か
ち
が
た
い
絆き

ず
な
と
し
て
引ひ

き
継つ

い
で
い
る
」
と
書か

い
て
い

る
。

　

深ふ
か

沢さ
わ

氏し

が
「
ど
ん
な
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

が
次つ

ぎ

の
世せ

代だ
い

に
継け

い

承し
ょ
うさ
れ
る
の
か
」
と

原は
ら

田だ

氏し

に
問と

う
と
、「
勤き

ん

勉べ
ん

、

真ま

面じ

目め

、
責せ

き

任に
ん

感か
ん

、
義ぎ

理り

、

恩お
ん

、
礼れ

い

な
ど
が
残の

こ

る
と
思お

も

う
」
と
答こ

た

え
た
［
１
，　
ｐ

７
６
］。

　

こ
れ
ら
の
徳と

く

目も
く

こ
そ
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
根ね

っ
こ
そ
の
も
の
だ
ろ

う
。
本ほ

ん

国ご
く

・
日に

本ほ
ん

で
は
占せ

ん

領
り
ょ
う

軍ぐ
ん

と
そ
の
後ご

の
左さ

翼よ
く

思し

想そ
う

に

よ
る
歴れ

き

史し

の
断だ

ん

絶ぜ
つ

に
よ
っ
て
、

我わ
れ

々わ
れ

の
根ね

っ
こ
が
ほ
と
ん
ど

断た

ち
切き

ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

は
意い

図と

的て
き

な
努ど

力り
ょ
くで
根ね

っ
こ
を
太ふ

と

く

深ふ
か

く
伸の

ば
し
、
そ
こ
か
ら
湧わ

き
出で

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て

ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

で
称

し
ょ
う

賛さ
ん

さ
れ

る
地ち

位い

を
築き

ず

い
た
の
で
あ
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
苦く

と
感か

ん

謝し
ゃ

を
捧さ

さ

げ
た
い
。

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
．　

深ふ
か
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Japão lembra 72 anos do fim da 
Segunda Guerra Mundial Estas notícias são produzidas pela 
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nhk.jp/portuguese

Fim da Guerra (15/08/2017)

Os japoneses lembraram 
os 72 anos do fim da Se-
gunda Guerra Mundial. 
No Japão, o dia 15 de 
agosto marca o fim do 
conflito.

Na terça-feira, o gover-
no japonês realizou uma 
cerimônia em Tóquio em 
homenagem às cerca de 
3,1 milhões de pessoas 
que morreram na guerra. 
Aproximadamente 6.400 
pessoas, incluindo mem-

bros das famílias dos 
mortos, participaram do 
evento.
Em sua fala, o primeiro-
ministro Shinzo Abe dis-
se que a devastação da 
guerra nunca deveria se 
repetir. Ele ressaltou as 
contribuições do Japão 
para a paz e a prosperida-
de global nas décadas que 
se seguiram ao conflito. 
E acrescentou que o país 
continuará a manter uma 
política que apoia a paz e 

se opõe à guerra, enquanto 
encara a história com hu-
mildade.
Ao meio-dia, participantes 
fizeram um minuto de si-
lêncio.
O Imperador Akihito falou 
sobre um profundo senti-
mento de remorso em re-
lação à guerra e manifes-
tou sua esperança de que 
ela nunca mais aconteça. 
Ele disse que se juntou ao 
povo japonês ao prestar 
condolências àqueles que 

Os Comentários desta 
semana têm como tema 
a diplomacia do Japão. 
Hoje, Masaharu Hishida, 
professor da Universida-
de Hosei, fala sobre as 
perspectivas dos laços en-
tre o Japão e a China.
Hishida diz: “Acredito 
que, sob um ponto de vis-
ta de longo prazo, este é 
o melhor momento para 
melhorar as relações entre 
os dois países. Na diplo-
macia, aniversários his-
tóricos são importantes. 
Este ano marca o quadra-
gésimo quinto aniversá-
rio da normalização dos 
laços diplomáticos entre 
Japão e China em 1972, e 
no ano que vem é a vez do 
quadragésimo aniversário 
do Tratado de Paz e Ami-
zade entre Japão e China, 
assinado em 1978. Neste 
cenário, chanceleres do 
Japão e da China se reu-
niram em Nova York em 
abril deste ano. Os líderes 
dos dois países também 
se encontraram parale-
lamente à reunião de cú-
pula do G20 realizada em 
julho em Hamburgo, na 
Alemanha.
Mas o problema é que a 
incerteza aumentou so-
bre essas tentativas de 
melhorar relações bilate-
rais. Desnecessário dizer 
que isso tem a ver com 
as questões relacionadas 
à Coreia do Norte. Tanto 
Tóquio quanto Pequim 

morreram no conflito, e 
rezou por um mundo de 
paz e pelo progresso futu-
ro do país.
Mais de três quartos dos 
parentes dos falecidos 
que participaram da ce-
rimônia tinham 70 anos 
ou mais. A mais velha era 
Harumi Serigano, de 101 
anos, cujo marido mor-
reu em combate no ano 
de 1945, na província de 
Okinawa.

Comentário (15/08/2017)

Diplomacia do Japão: futuro 
das relações nipo-americanas

Comentário (14/08/2017)

A diplomacia do Japão 
tem destaque nas edições 
do Comentário desta se-
mana. Hoje, Ken Jimbo, 
professor associado da Fa-
culdade de Gestão Política 
da Universidade Keio, fala 
sobre perspectivas futuras 
dos laços entre o Japão e 
os Estados Unidos.
“O presidente americano, 
Donald Trump, não é um 
representante tradicional 
do Partido Republicano e, 
assim, desde a sua posse, 
as relações nipo-america-
nas se estabeleceram com 
escassas informações so-
bre os tipos de medidas 
que seriam tomadas. O 
primeiro-ministro japo-
nês, Shinzo Abe, encon-
trou-se com Trump logo 
após a sua eleição e, de-
pois, seguindo-se à posse, 
para estabelecer um re-
lacionamento pessoal de 
confiança mútua. O resul-
tado foi que Washington 
deu ênfase à aliança com 
Tóquio e concordou em 
tratar da emergência da 
China e de questões rela-
cionadas com a Coreia do 
Norte. Foi um grande alí-
vio para o Japão.
Enquanto isso, teve con-
tinuidade a confusão em 
torno da governança da 
administração americana. 
Ainda estão para tomar 
posse os vice-secretários 
de Estado e da Defesa, 
que se encarregam da re-
gião da Ásia—Pacífico. 

Ou seja, na verdade, não 
está constituída nenhuma 
diplomacia dotada de ha-
bilidade e solidez.
Por exemplo, há diferen-
tes estratégias sobre o de-
senvolvimento de mísseis 
pela Coreia do Norte. Al-
gumas autoridades bus-
cam uma atitude de linha 
dura e a aplicação de no-
vas sanções econômicas 
pela China; outras procu-
ram o diálogo.
Quanto à China, em eta-
pa anterior, o presidente 
americano parecia deter-
minado a tomar uma ati-
tude severa e designar o 
país como um manipula-
dor do câmbio. Depois de 
uma reunião de cúpula em 
abril, porém, Trump ma-
nifestou esperança de que 
a China tome a iniciativa 
de tratar dos problemas 
da Coreia do Norte. Mos-
trou-se disposto a levar em 
consideração a expansão 
militar chinesa no Mar da 
China Meridional.
Portanto, nos últimos seis 
meses do governo Trump, 
o Japão tem sido capaz de 
confirmar a solidez da sua 
aliança, mas também tem 
se preocupado com a po-
sição dos Estados Unidos 
em relação à Coreia do 
Norte e à China.
No resto de 2017, a admi-
nistração Trump prova-
velmente continuará a ser 
afetada por questões de 
governança. Com eleições 

de metade do mandato do 
presidente a ocorrer daqui 
a 12 meses, é provável que 
a sua política de relações 
exteriores dê prioridade 
aos interesses da popula-
ção de trabalhadores bran-
cos — os maiores apoia-
dores de Trump. A posição 
de Washington será dife-
rente da assumida por go-
vernos americanos passa-
dos, que tomaram para si 
a liderança em governança 
global.
Vários encontros inter-
nacionais — inclusive 
a reunião de cúpula da 
Apec, em novembro — 
estão programados para 
discussão de questões 
políticas, de segurança 
e de economia na região 
Ásia—Pacífico. Como se 
pode concluir pela posi-
ção de Trump em relação 
à Otan, o presidente não 
parece ser muito adepto da 
diplomacia multilateral. 
Será, assim, importante 
que, em tratativas diplo-
máticas com outros paí-
ses, o Japão se certifique 
de que estejam cientes da 
grande importância do pa-
pel exercido pelos Estados 
Unidos para a estabilidade 
na região Ásia—Pacífico.
Além disso, Tóquio terá 
de comunicar a Washing-
ton o modo como a ordem 
deve ser mantida na região 
— algo que será crucial 
nas relações bilaterais.”

Diplomacia do Japão: o futuro 
das relações nipo-chinesas

sentem uma atmosfera de 
crise em Pyongyang, e o 
presidente dos Estados 
Unidos, Donald Trump, 
demonstrou uma aborda-
gem de cooperação com 
a China depois do en-
contro com o presidente 
Xi Jinping, realizado em 
abril. Isso mostra uma 
mudança na atitude que 
Trump havia indicado du-
rante sua campanha elei-
toral.
Essa mudança na política 
deve ter gerado preocupa-
ções no Japão de que, a 
menos que o país reesta-
belecesse os laços com a 
China, Washington e Pe-
quim poderiam começar 
a lidar com a questão de 
Pyongyang sem Tóquio. 
Acho que é por isso que, 
desde maio, aproxima-
damente, a diplomacia 
aumentou entre legislado-
res japoneses e chineses. 
Acredito que o lado japo-
nês tivesse uma estratégia 
para melhorar os laços 
com a China através das 
preocupações de ambos 
os países sobre a Coreia 
do Norte.
Contudo, Trump disse, no 
Twitter, que “está mui-
to decepcionado com a 
China”. Esse tuite assi-
nalou uma mudança em 
relação à sua abordagem 
cooperativa. Washington 
também anunciou san-
ções contra duas entida-
des chinesas: um banco 

e uma trading. Tóquio 
também aumentou 
suas sanções contra a 
Coreia do Norte, dan-
do a impressão de que 
o Japão e os Estados 
Unidos teriam aumen-
tado, conjuntamente, 
sua pressão sobre a 
China para aumentar 
suas sanções contra a 
Coreia do Norte. Como 
era de se esperar, a 
China tem reagido com 
firmeza.
Acho que a China ain-
da vai criar uma políti-
ca clara sobre o Japão 
já que vai realizar o 
Congresso do Partido 
Comunista, ainda este 
ano. Se a autoridade do 
presidente Xi Jinping 
aumentar ele terá mais 
latitude nas questões 
relacionadas ao Japão, 
o que significa que ele 
poderá diminuir a fre-
quência de suas postu-
ras linha-dura em rela-
ção ao Japão para obter 
o apoio popular. Acho 
que Xi Jimping está 
sentindo a pressão por 
causa do bom relacio-
namento entre Trump 
e o primeiro-ministro 
do Japão, Shinzo Abe. 
Para a China, melho-
rar o relacionamento 
com o Japão tem como 
objetivo parcial evi-
tar que a aliança entre 
o Japão e os Estados 
Unidos tenha a China 
como alvo. Os laços 
nipo-chineses mostram 
sinais de melhora des-
de o segundo trimestre 
deste ano, mas eles não 
devem melhorar por 
enquanto.”
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